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－１－ －４－ 

７
月
７
日
（
金
）
盛
夏
を
思
わ
せ
る
晴
れ
渡

っ
た
青
空
の
も
と
、
内
外
海
小
学
校
の
恒
例
行

事
で
あ
る
５
・
６
年
生
児
童
の
遠
泳
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
は
５
年
生
が
５
０
０
ｍ
、
６
年
生
が

８
０
０
ｍ
で
、
伴
走
船
な
ど
地
区
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
学
年
ご
と
に
犬
熊
海
水
浴
場
を
ス

タ
ー
ト
。「
え
ー
ん
や
こ
ー
ら
」
と
全
員
で
掛

け
声
を
合
わ
せ
て
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
阿
納

海
水
浴
場
を
目
指
し
ま
し
た
。 

保
護
者
や
下
級
生
児
童
、
そ
れ
に
応
援
に
駆

け
つ
け
た
地
区
の
方
々
も
、
陸
上
か
ら
「
え
ー

ん
や
こ
ー
ら
」
と
大
き
な
声
援
で
サ
ポ
ー
ト
。

参
加
し
た
全
員
が
30
分
～
40
分
か
け
て
無
事

完
泳
し
ま
し
た
。 

最
後
は
皆
で
「
泳
ぎ
切
っ
た
ぞ
！
」
を
大
き

な
声
を
上
げ
て
記
念
撮
影
。
と
て
も
遠
泳
後
と

は
思
え
な
い
よ
う
な
元
気
な
声
が
内
外
海
の

海
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。 

 

〔 

８
月
の
休
館
日 

〕 

７
日
（
月
） 

11
日
（
金
・
山
の
日
） 

12
日
（
土
・
臨
時
休
館
） 

13
日
（
日
・
臨
時
休
館
） 

14
日
（
月
） 

15
日
（
火
・
夏
季
休
館
） 

20
日
（
日 

家
庭
の
日
） 

21
日
（
月
） 

28
日
（
月
） 

若
狭
の
散
歩
道 

『
象
が
行
く
』 

そ
の
９ 

象
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
道
を
推
理

し
て
き
ま
し
た
が
、
伝
説
か
ら
そ
の
存

在
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

奈
良
東
大
寺
の
良
弁
僧
正
に
は
、
た

く
さ
ん
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の

人
で
あ
っ
た
か
と
い
う
の
は
別
と
し

て
、
若
狭
に
あ
る
伝
説
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
こ
こ
で
は
重
要
で
す
。 

『
越
前
若
狭
の
伝
説
』
杉
原
丈
夫
編

に
、
「
良
弁
僧
正
は
下
根
来
の
鵜
の
瀨

に
近
い
白
石
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。
僧

正
の
幼
名
は
お
弁
と
い
い
、
あ
る
日
白

石
明
神
前
の
田
の
あ
ぜ
で
母
親
が
ふ

ご
に
入
れ
て
遊
ば
せ
て
い
る
と
、
突
然

大
き
な
わ
し
が
現
れ
、
お
弁
を
ふ
ご
の

ま
ま
さ
ら
っ
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
狂
気
の
よ
う
に
な
っ
た
母
親
は
わ

が
子
を
尋
ね
て
旅
に
出
た
が
、
こ
の
お

弁
を
入
れ
た
ふ
ご
は
奈
良
東
大
寺
の

大
杉
の
上
に
か
か
り
、
子
供
の
泣
き
声

を
聞
い
た
実
忠
和
尚
が
こ
れ
を
育
て

上
げ
た
の
が
立
身
し
て
良
弁
和
尚
と

な
り
、
そ
の
母
親
は
奈
良
へ
来
て
わ
が

子
と
対
面
し
た
と
い
う
の
が
そ
の
伝

説
で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

鵜
の
瀨
は
、
二
月
堂
の
お
水
取
り
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
鵜
の
瀨
か
ら
送

ら
れ
た
水
が
、
二
月
堂
の
若
狭
井
か
ら

取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

象
の
駅  

☆
「
浴
衣
」
で
参
加
者 

募
集 

☆
特
産
品
出
店
者 

募
集 

８
月
19
日
（
土
）
主
催
：
内
外
海
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
後
援
：
一
般
財
団

法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
象
の
駅 

夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

内
外
海
地
域
活
性
化
推
進
策
と
し
て

「
象
の
駅
」
を
拠
点
に
交
流
の
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

公
益
財
団
法
人
地
域
社
会
振
興
財
団
の

「
健
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
区
育

成
事
業
」
の
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
祭
り
は
、

青
年
団
「
村
お
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

保
育
園
「
納
涼
祭
」
老
人
会
「
流
し
ソ

ー
メ
ン
」
を
ベ
ー
ス
に
し
、「
内
外
海
は

ひ
と
つ
」
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。 

盆
踊
り
の
復
活
や
「
各
種
ゲ
ー
ム
」

も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
・
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

  

 
 

 

 

そ
の
こ
と
も
別
に
置
い
て
お
き
ま
す
。 

問
題
は
、
下
根
来
と
い
う
場
所
で

す
。
こ
の
道
の
往
来
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
京
都
奈
良
に
つ
な
が
る
道
中
と
し

て
下
根
来
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自

然
で
す
。
こ
れ
は
、
針
畑
峠
を
越
え
る

道
な
の
で
す
。
象
が
こ
の
道
を
通
っ

て
、
京
の
都
に
行
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。 

資
料
提
供
者 

井
上
耕
養
庵 

 

新
任
の
ご
挨
拶 

７
月
19
日
よ
り
内
外
海
公
民
館
に

公
民
館
主
事
と
し
て
配
属
さ
れ
た
芳

賀
美
春
で
す
。
芳
賀
と
書
い
て
「
は
が
」

と
読
み
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
に
ご
指
導
頂
き
、
皆
様

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

芳
賀 

美
春 

 

 

 

久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー 

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

昨
年
、
公
民
館
だ
よ
り
で
本
の
寄
贈
を

案
内
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
か
ら
多
数

寄
贈
が
あ
り
、
こ
れ
を
期
に
整
理
整
頓
を

行
い
ま
し
た
。 

臨
時
職
員
（
村
上
喜
代
美
さ
ん
）
の
力

を
借
り
、
本
を
探
し
や
す
い
よ
う
に
ジ
ャ

ン
ル
別
に
整
頓
し
ま
し
た
。
ま
た
「
漫
画

コ
ー
ナ
ー
」
「
推
薦
本
」
な
ど
、
来
館
い

た
だ
い
た
人
に
分
か
り
や
す
く
し
ま
し

た
。
本
は
貸
出
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
、
皆

様
の
ご
意
見
・
感
想
な
ど
遠
慮
な
く
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

左
記
の
方
々
か
ら
本
を
ご
寄
贈
頂
き

ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

山
本
義
道
様
（
宇
久
区
） 

野
村
明
弘
様
（
堅
海
区
） 

山
下
尚
幸
様
（
田
烏
区
） 

宮
城
豊
基
様
（
泊
区
） 

岡
見 

曻
様
（
甲
ヶ
崎
区
） 

中
積
弘
武
様
（
甲
ヶ
崎
区
） 

大
谷
直
樹
様
（
田
烏
区
） 

 
 

 

 
 

象
が
来
た
ま
ち 

夏
だ
ゾ
ー
祭
り 



                                    

－３－ 

－ 

－２－ 

婦
人
会 

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室 

７
月
９
日
（
日
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
婦
人
会
主
催
の
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
簡
単
に

で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
が
、
中
に

は
結
構
ハ
ー
ド
な
動
き
も
あ
っ
て
、
指

示
を
受
け
て
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
一
斉

に
上
が
る
一
幕
も
。 

そ
れ
で
も
１
時
間
の
教
室
を
終
え
た

参
加
者
の
表
情
は
晴
れ
や
か
で
、
充
実

し
た
時
間
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も

皆
さ
ん
、
継
続
が
大
事
で
す
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

 

ク
イ
ズ
形
式
の
電
気
の
仕
組
み
や
、
実

演
を
交
え
て
の
「
光
と
色
の
イ
リ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
」
で
三
原
色
の
不
思
議
を
学
ん
だ
あ

と
は
…
皆
そ
ろ
っ
て
透
明
の
板
に
絵
の
具

で
手
形
？ 

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
て
は
大

き
す
ぎ
な
い
？ 

こ
こ
で
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
で
熱
を
加
え
る
と
、
か
わ
い
い
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
が
で
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
科

学
の
面
白
さ
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

子
ど
も
教
室
事
業 

あ
っ
と
・
ザ
・
サ
イ
エ
ン
ス 

７
月
８
日
（
土
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
内
外
海
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
子
ど
も

教
室
事
業
の
、
科
学
実
験
教
室
「
あ
っ

と
・
ザ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

科
学
館
「
あ
っ
と
ほ
う
む
」
か
ら
２

名
の
講
師
を
迎
え
て
、
自
ら
体
験
し
な

が
ら
科
学
を
学
ぶ
こ
の
教
室
、
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
光
と
色
の
不
思
議
な
世

界
」
と
「
手
形
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く

ろ
う
」。 

 

 

 

 

伝
統
芸
能
の
祭
典
in

旭
座 

「
田
烏
ま
つ
り
」「
西
津
ま
つ
り
」
共
演 

６
月
25
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
迎

え
た
旭
座
で
、
小
浜
に
数
多
く
あ
る
伝
統
芸

能
の
う
ち
「
田
烏
区
」「
西
津
区
」
の
祭
り

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

出
演
し
た
の
は
田
烏
青
年
会
と
日
吉
青

年
会
で
す
。
発
表
内
容
は
「
太
鼓
」「
棒
振

り
」
で
す
が
、
村
が
守
っ
て
き
た
（
伝
承
）

「
リ
ズ
ム
」「
強
弱
」「
衣
装
」
が
特
色
に
な

り
、
観
客
の
感
動
と
大
き
な
拍
手
が
鳴
り
や

み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

観
客
は
立
見
席
も
い
っ
ぱ
い
で
満
員
と

な
り
、
来
場
者
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
企
画
は

も
っ
と
も
っ
と
是
非
や
っ
て
欲
し
い
」
等 

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

区
長
会 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会  

７
月
５
日
（
水
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
若
狭
消
防
署
か
ら
講
師
を

招
い
て
一
次
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）
に
つ
い
て
の
実
習
形

式
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

地
区
内
で
設
置
数
増
加
の
傾
向
に

あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
一
刻
を
争
う
な

か
で
効
果
的
な
処
置
を
行
う
た
め
に

は
、
正
し
い
処
置
法
の
知
識
と
、
救
助

に
あ
た
る
人
数
な
ど
も
含
め
た
迅
速

な
状
況
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
初
め
て
講

習
を
受
け
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
過
去
に

講
習
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
方
も
、
皆

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

   

第
３
回 

二
条
院
讃
岐
姫
短
歌
大
会 

作
品
募
集
中 

 

内
外
海
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催

第
３
回
二
条
院
讃
岐
姫
短
歌
大
会
の

募
集
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
早
く
も 

５
名
（
７
月
20
日
現
在
）
か
ら
の
ご

応
募
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
作

品
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

一
般
の
部 

一
人
２
首
以
内 

題
「
恋
」
ま
た
は
「
自
由
題
」 

※
投
稿
料
…
一
〇
〇
〇
円
（
納
付
方

法
は
定
額
小
為
替
を
作
品
に
同
封
） 

 

小
・
中
・
高
校
生
の
部 

一
人
２
首
以
内 

題
「
自
由
題
」 

※
投
稿
料
…
無
料 

 □
作
品
募
集
締
切 

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）
必
着 

 
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
「
短
歌
大

会
チ
ラ
シ
」
も
し
く
は
「
内
外
海
公
民

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
確
認
し
て
下
さ

い
。 皆

様
か
ら
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

市
体
協 

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

６
月
25
日
（
日
）
市
民
体
育
館
に
お
い

て
市
体
協
主
催
の
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
連
覇
中
で
、
さ
ら
に
記
録
更
新
を
狙
う

内
外
海
地
区
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
準
決

勝
敗
退
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

優
勝
：
今
富
地
区 

２
位
：
雲
浜
地
区 

３
位
：
小
浜
、
内
外
海
地
区 

 

市
老
連 

親
善
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会 

６
月
30
日
（
金
）
親
善
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

優
勝
：
口
名
田
Ａ 

２
位
：
口
名
田
Ｂ 

内
外
海
チ
ー
ム
は
善
戦
及
ば
ず
全
敗

を
喫
し
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
勝
つ
ぞ
！ 

 

市
老
連 

親
善
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会 

７
月
19
日
（
木
）
親
善
ワ
ナ
ゲ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
内
外
海
地
区
か
ら
は
団
体
・

個
人
あ
わ
せ
て
19
名
の
方
が
出
場
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 


